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1. はじめに 
近年のインターネットの普及は様々な分野に影響を与え

てきたが，語学教育の分野にも大きな変化をもたらした．

現在，インターネット上において様々な言語学習のツール

が提供されている．日本語教育においても，外国人の日本

語習得に大きな問題となっている漢字学習のためのツール

や漢字テストが公開されている[9]．しかし，学習者にとっ

て自分のレベルに合った漢字の問題集を探すのは非常に困

難である．また，日本語教師にとっては，漢字の読み問題

の作成方法についての明示的な基準がないため，問題作成

の作業には時間と労力を要する． 
そこで我々は，日本語教師などの専門家の手を煩わせるこ

となく，インターネット上の生のテキストからそのまま学

習者のレベルに合ったテスト問題を自動生成し，漢字の読

み方を学習できるようなシステムを開発することにした．

本稿では，テスト問題においてユーザに選択肢として提示

するための読み誤りの自動生成手法を提案し，特に，評価

実験の結果からその候補生成能力と今後の課題を検討する． 
 

2. 関連研究 
漢字の読みに関する問題を自動生成しようとする研究

は比較的少ないが，「おさる」と呼ばれる日本語練習問題自

動生成ツール＆問題データベースが報告されている[4]．
「おさる」で提案されている読み問題の自動生成は，「似た

読み」，「別々読み」，「類義語」の 3 つのレベルにより行わ

れる．ここで，「似た読み」の生成は，おもに音韻に関する

7 つのルールにより行われる[3]．また，「別々読み」の生成

においては，漢字の他の読みに置き換える（強引→つよひ

き）手法や，類字語のルールにより同じ漢字を含む別の言

葉に置き換える（会議→集会「シュウカイ」）手法が提案さ

れている．しかし，「おさる」の読み誤り生成能力の評価は

今後の課題として残されている．また，自動生成の精度を

高めるためにコーパスを使用しているが，著作権の問題で

システムが公開されていない現状である． 
 一方，日本語学習者を対象とする辞書検索支援ツール1と

して「FOKS」が提案されている[5]．FOKS では，「浴衣」

や「山車」などの一見正しい読み方が分かりづらい熟語の

意味を調べるときに，ユーザが「よくい」，「やましゃ」と

いうように，音訓取り混ぜた読み方で検索することができ

る．入力された読み仮名と熟語を構成する漢字をもとに生

成される読み候補の類似性をローマ字表記ベースで求める

ことにより検索を実現している．その際さらに，日本語学

習者によって間違えて入力されやすい例や，タイプミスな

どのデータを基に候補を絞り込む手法が採用されている． 

                                                                 
1 http://www.foks.info/ 

 これらの関連研究に対し，我々は，既存の言語資源を基

に独自の辞書・ルールを生成することにより，無償で誰で

も使えるようなソフトウェアを目指して研究を進めている．

特にこれまでは，テスト問題においてユーザに選択肢とし

て提示するための十分な数の読み誤りを生成する方式につ

いて検討してきた．  
 

3. 読み誤りの自動生成 

3.1. 自動生成の処理手順 
 自動生成の処理手順と使用する辞書を図 1 に示す．まず，

ユーザにより入力，あるいは，選択されたテキスト中に含

まれている文を単語単位に分割する必要がある．このため

に，日本語の形態素解析を適用する．本システムは Java 言
語で開発しているため，MeCab[14]の Java への移植版であ

るオープンソースの形態素解析器 SEN[13]を用いている． 
 

 
図１ 自動生成の処理手順と使用する辞書 

 
 形態素解析器で抽出された形態素を下記の節で詳述する

単語の読みのパターンによって分類する．次に，読みの分

類処理によって得られた単語リストをユーザの日本語のレ

ベル2に合ったものに限定する．各単語のレベル判定はネッ

ト上で無償で公開されている日本語能力試験出題基準の語

彙リスト（1 級～4 級）[8]を使用する．最後に，ユーザの

レベル別に適合した単語を対象に読み誤りの候補を自動生

                                                                 
2 日本語能力試験のレベル（1 級～4 級） 



 

 

成する．ここでは，読み，形状，意味に基づく３つのモジ

ュールとそれぞれに関連した辞書を利用する．  
 

3.2. 単語の分類 
形態素解析によりテキストから抽出された形態素の中に

は漢字を含まないものも存在するが，フィルタリング3の処

理で漢字を含む単語のみを残す．次に，各単語を，送り仮

名を含むものと含まないもの，熟語と単漢字に分類する．

読み誤りの生成においては，この分類ごとにあらかじめ用

意した，漢字の読み，形状，意味の類似性をパターン化し

たルールを適用する． 
図 2 は，上記の単語の分類を示す．本稿においては「送

り仮名のない単語」のみを扱う． 
 

 
 

図２ 単語の分類 
 

3.3. 読み誤りのパターン化 
自動生成の対象となる単語から誤りを含む読みを単語の

読み，形状，意味の類似性をパターン化した下記のような

ルールに基づいて生成する．これらのパターンを適応する

ことによって多数の読みを生成することができる．本研究

の現段階においては，有効な範囲でなるべく多くの読み誤

りの候補を生成することを目指すが，実際の学習場面にお

いてテスト問題の作成に適用する際には，適切な絞込みに

より適切な数(3~4 個)の選択肢に絞り込む必要がある． 
以下に誤り生成の 3 つのパターンについて説明する． 
 
••  読読みみベベーースス::    

 発音の置換 (図 1 辞書#1) 
 自然 「シ・ゼン」 

シ（清音）→ジ（濁音）＝ジゼン 
 50 音順縦移動置換 (辞書不要) 

 自然 「シ・ゼン」 
シ（い行）→キ ＝キゼン 

 他の熟語の読みへの置換 (図 1 辞書#5) 
 自然 「シ・ゼン」 

「自」を含む他の熟語 →自由 ＝ジユ

ウ 
 類似発音の熟語の読みへの置換  

(図 1 辞書#4) 
 自然「シゼン」 

= シゲン 
 漢字の他の読みへの置換 (図 1 辞書#2) 

                                                                 
3 熟語・漢字仮名混じりの単語など． 

 自然 「シ・ゼン」 
「然」の読み（ゼン，ネン）＝シネン 

 
••  形形状状ベベーースス  

 類字語の読みへの置換 (図 1 辞書#3) 
 自然 「シ・ゼン」 

自→目→目然 ＝モクゼン 
 
••  意意味味ベベーースス  

 関連語の読みへの置換 (図 1 辞書#6) 
 北「キタ」 

北の類字語 →南，東，西 ＝ミナミ 
 

読みベースのルールを適用するためには，単語中のどの

文字に対してルールを適応するかを定める必要がある．す

なわち，単語を構成する各単語と読みの部分とを対応付け

る必要がある(3.4 節)．また，他の熟語の読みへの変換や，

他の読みへの変換を行うためには，これらの情報を参照す

るための辞書が必要となる 
また，形状ベースのルールを適用するためには，ある漢

字に対して形状が類似した漢字(類字語)を選択する必要が

あるが，実行時に形状のマッチング処理を行うことは困難

であるため，あらかじめ類字語を収録した辞書を準備して

おくことが望まれる．さらに，意味ベースのルールを適用

するためにも，ある観点において意味が類似した漢字を抽

出できる必要がある．ここで，意味の類似としては，外国

語学習の観点に根ざした観点が考えうる．すなわち，いわ

ゆる類義・反意といった関係だけでなく，より制約の弱い

広い意味での連想関係に近い関係を扱う必要があると考え

られる． 
本研究では，図１に示すように各パターンに対応する専

用の辞書を構築している．各辞書は必要に応じて拡張，編

集可能な形式で設計されている．  
 

3.4. 単語の読みの分割処理 
単語正解の読みから読み誤りを生成する前に，まず単語

の読みのどの部分を置き換えるか決めなければいけない4．

例えば，「シゼン（自然）」の場合，単語の置き換える部分

を「シ」に決定し，該当するパターンを適応することによ

って読み誤りの候補を生成することができる． 
しかし，形態素解析を行うだけでは「シゼン」に対して

どれが「自」の読みで，どれが「然」の読みであるか分か

らない．そこで，単語をそれぞれの読みに分割する処理を

行う5．このために，KanjiDic6 [10]から抽出した 6,356 個の

漢字を使って約 500 個の読みからのみなるリストを作成し，

これを利用する． 
 

4. 辞書とその作成方法 
本システムでは第 3 節で説明したようなルールに対応し
                                                                 
4 後述の評価実験においては，単語の構成文字の全ての

漢字に対して置換した候補を生成している． 
5 この処理の詳細に関しては[1]を参照されたい． 



 

 

て図 1 に示したような複数の辞書を用意している．以下に

各辞書の内容と作成方法を説明する． 
読みベースのパターンに基づく熟語の読み誤りの生成に

は，RelatedCompounds，および， SameOrderCompounds (図
1 辞書#5) とよぶ 2 種類の辞書を使用する． 

RelatedCompounds 辞書のエントリー例を図 4 に示す．こ

の辞書には，読み誤り候補を生成する熟語と先頭の漢字が

同一である熟語を Edict7[11]から抽出してリストする． 
 

 
図 4 RelatedCompounds のエントリー例 

 
 これに対して，SameOrderCompounds 辞書は，単語の二

文字目以降の各漢字に注目した読み誤り候補を保持する．

より具体的には，以下の条件を満たす熟語を抽出する． 
 熟語の文字数が等しい 
 着目している同じ文字位置の漢字が等しい 
 熟語全体をローマ字表記したときの編集距離[12]が

閾値(現在 3)以下である 
 図 5 にこの辞書のエントリー例を示す．例えば，「郵便局」

という熟語に対して，二文字以降である「便」と「局」が

熟語の同じ文字位置(二文字目，三文字目)に現れる「郵便

船」や「事務局」のような同文字数(文字数=3)の熟語が Edict
から抽出されている． 
 

 
図 5 SameOrderCompounds のエントリー例 

 
読みに基づく誤りの自動生成のために，さらに

SimilarReadings（類似読み）(図 1 辞書#4)とよぶもう一つ

の辞書を用意する．この辞書の作成にも Edict を用いた．

Edict 中に収録されている各単語の読みをローマ字表記に

変換し，辞書中の他の単語の読みのローマ字表記との間で

編集距離を求め，編集距離が閾値以下である単語を抽出す

ることにより作成する．今回は，編集距離の閾値を 1 に設

定し，45058 語について平均 7 個の読みを抽出し，辞書化

した． 
読みベースの漢字の他の読みへの置換による読み誤りの

生成には，KanjiDic (図１ 辞書#2)を使用し，発音の置換に

よる読み誤りの生成には PronunciationDictionary(図 1 辞書

#1)とよぶ辞書を用意している．この辞書には，3.4 節で述

べた仮名リストをもとに各エントリーの読みを可能な限り

「濁音」，「半濁音」，「長音」，「促音」，「拗音」のどれかに

変換したものを収録する．図 6 に ProdunciationDictionary の

エントリーの例を示す． 

                                                                                                      
6 いわゆる JIS 第 1 水準，第 2 水準の単漢字を収録． 
7 約 11 万のエントリーを持つ和英対訳辞書． 
9 [1]の報告の後に SameOrderCompounds 辞書を導入し，

これにより再現率は平均約 10%程度上昇した． 

 
図 6 PronunciationDictionary のエントリー例 

 
 意 味 ベ ー ス の パ タ ー ン に 関 し て は ， 

RelatedSingleWords (図 1 辞書#6) とよぶ辞書を使用する．

この辞書は日本語能力試験出題基準の語彙リスト 3 級と 4
級に出題した単語に対して関連語を人手で収録したもので

ある．図 7 に関連語辞書のエントリー例を示す． 
また，形状ベースのパターンに関しては，日本語能力試

験出題基準の語彙リスト（1 級～4 級）に含まれている単漢

字を対象に手動で作成した SimilarCharacters(図 1 辞書#3)と
よぶ類字語辞書を使用する．図 8 に類似語辞書エントリー

例を示す． 
  

 
図 7 関連語の辞書エントリー例 

 

 
図 8 類字語の辞書エントリー例 

 

5. 評価実験 
5.1. 評価実験 
テスト問題の作成においては，十分な選択肢のバリエー

ションを生成できることがまずは重要であるため，提案手

法の読み誤りの生成能力についての評価実験を行った．今

回は，特に読み誤りの候補を絞り込むことはせず(読みに基

づく誤りの編集距離による絞込みを除く)，生成した読み誤

り候補のどの程度が正解データにおける読み誤りの選択肢

にも出現していたかという再現率を調べた． 
今回，正解データとしたのは，日本語能力試験の過去問

題集[6][7]から抽出した読み誤りの選択肢である．本研究に

おいては，送り仮名を含まないケースを対象にしたため，

この基準に合致する試験問題を，１級から 200 問，2 級か

ら 200 問，3 級から 110 問，4 級から 98 問抽出し，これら

の問題における誤りの選択肢(各問につき 3 つ)を正解集合

とした． 

5.2. 評価結果 
1 級から 4 級までの各問題についての実験結果を表 19に

示す．表 1 において，「読み誤り数」とは全ての選択肢の数

から正解(各問について一つ)を除いたものである．「一致

数」とは，これらの選択肢のなかに含まれる本プログラム

が生成した候補の数であり，一致数と読み誤り数の比が「再

現率」である． 
 

便 郵便局/ユウビンキョク, 不便利/フベンリ,  
男便所/オトコベンジョ… 

父 チチ ハハ,カレ,オトウト 

頭 アタマ カオ,ミミ,ハナ 

キ ギ,キャ,キュ,キョ,キイ 

キク キグ,ギク,ヒク 

オツ オス,オッ 

キョ ギョ,キュ,キャ,キヨ,キョウ 

姪 娃,垤  人 入,八 
西 四,両  海 悔,侮 

郵 郵券/ユウケン,郵政/ユウセイ,郵政省/ユウセ

イショウ,郵船/ユウセン,… 



 

 

5.3. 考察 
 表 1 に示すように，再現率は比較的低いレベルにとどま

っている．しかしながら，漢字学習者の能力をテストする

上で選択肢としてどのようなものが適切かということには

確固たる基準は存在しない．したがって，過去問題におけ

る再現率のみによって提案手法の評価を行うことは不適切

であると考えられる．すなわち，過去問題には出現しなか

ったかもしれないが，同等の適切さを持つ選択肢も多く存

在するものと考えられ，本手法によりこれらの選択肢が生

成できている可能性もあるのである．ただし，級ごとの再

現率の傾向をみると，級が上がるごとに再現率が下がる(4
級を除く)傾向がうかがわれる．これは，上級になるほど，

本方式で想定していないようなより多様なバリエーション

を持つ選択肢が使われている可能性を示しており，さらな

る誤り生成パターンの追求が必要と考えられる． 
  

表１ 読み誤りの再現率 

級 読み誤り数 一致数 再現率 
1 級 600 239 39.7% 
2 級 600 243 40.5% 
3 級 327 132 41.1% 
4 級 282 110 39.0% 

 

6. まとめと今後の課題 
本研究では指定された日本語テキストからユーザのレベ

ルに合った単語を抽出し，これらの単語に対して選択式の

読みテストの問題を生成するために読み誤りを生成する方

式を提案した．提案手法は，読み，形状，意味という 3 つ

のレベルのルールに基づいている．読みベースのルールは，

KanjiDic と Edict といった汎用の辞書をベースに構築した．

形状ベースのルールのための類字語辞書，意味ベースのル

ールのための関連語辞書については，人手により小規模な

辞書を構築し，その有効性を検証したが，今後はその大規

模化や機械的な生成手法の検討が必要である． 
日本語能力試験における過去問題を正解データとした予

備的な評価実験の結果からは，提案手法の基本的な有効性

を確認することができたが，以下のような項目を検討する

ことにより，さらに読み誤りの生成能力の向上を検討して

いきたい． 
 

 能力試験のレベルが低いほど，「関連語の読みへの置

換」が重要になってくるため，特に一文字の単語の場

合に使用する関連語の辞書を更に充実させる必要が

ある． 
 形状ベースの類字語の辞書も網羅性が低いため，この

辞書を充実させることが必要である．入手可能な文字

認識エンジン（巴[2]など）の識別辞書から自動処理

により類字語を計算し，KanjiDic に含まれている全て

の単漢字に対して，類字語の辞書を構築することを検

討したい． 
 現在の候補生成は，熟語単位ではなく単語単位で行っ

ているため，例えば，「一週間」に対して「イッチュ

ウカン」のような誤り候補をすることができていない．

数量表現を含む場合など熟語の単位を超えた複合語

に対する候補生成が必要である． 
 
 ところで，実際の学習ツールへの適用においては，生成

能力だけでなく，学習者へ実際に提示する読み誤り候補を

いかに適切に絞り込むかという問題も重要になってくる．

各ルールを用いて候補を生成する際に何らかの評価値を与

えることができれば，これを基に選択を行うことができる．

あるいは，各種の読み誤り候補辞書を構築する際に，その

エントリーを絞り込んでおくことも考えられる．これらの

ためには，コーパスなどを用いた使用頻度に関する統計的

なデータが有用であろう．また，テスト問題として提示さ

れる選択肢集合の集合としてみた際の適切性についても何

らかの評価尺度を設定し，これに基づき，学習効果を考慮

した選択肢集合の提示ができることが望まれる．このため

には，各学習者の特性を適切にプロファイル化し，さらに

は，習熟度や学習履歴をも考慮することが必要となろう． 
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